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１ はじめに 

これまで，学校部活動は，スポーツ・文化芸術に興味・関心のある同好の生徒が自主的・自発

的に参加し，各部活動の責任者（以下「顧問」という。）の指導の下，学校教育の一環として行わ

れ，教師の献身的な支えにより，我が国のスポーツ・文化芸術振興を担ってきました。 

また，体力や技能の向上を図る目的以外にも，異年齢との交流の中で，生徒同士や生徒と教

師等との好ましい人間関係の構築を図り，学習意欲の向上や自己肯定感，責任感，連帯感の涵

養に資するなど，学校という環境における生徒の自主的で多様な学びの場として，教育的意義

があると考えます。 

しかし，本市においても少子化が進展する中，学校部活動を従前と同様の体制で運営するこ

とは難しくなってきており，学校や地域によっては存続が厳しい状況にあります。また，教師が顧問

を務めるこれまでの指導体制を継続することは，全国的に学校の働き方改革が進む中，より一層

厳しくなると考えられます。 

生徒の豊かなスポーツ・文化芸術活動を実現するためには，学校と地域との連携・協働により，

学校部活動の在り方に関し速やかに改革に取り組み，生徒や保護者の負担に十分配慮しつつ，

持続可能な活動環境を整備する必要があります。 

本市では，国の動きも受け，令和３年に「三次市地域部活動検討委員会」を立ち上げ，委員の

皆さんには，三次市立中学校部活動の地域移行について調査・検討していただき，学校における

働き方改革を踏まえた，生徒にとって望ましい部活動の在り方をまとめていただきました。 

令和５年３月に，検討委員会からの提言として，教育長に提出されました。 

この度，教育委員会では，部活動の地域移行に係る基本方針を策定し，地域の特性を生かし

た，生徒にとって望ましい部活動の実施環境を構築していきます。 
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２ 国の動向  

国では，平成３０年にスポーツ庁及び文化庁が部活動の在り方に関する総合的なガイ

ドラインを策定して以降，平成３１年・令和元年に，中央教育審議会や国会から，学校に

おける働き方改革等の観点を含め，部活動を学校単位から地域単位の取組とするべきこ

とが指摘されました。令和２年に，スポーツ庁及び文化庁としても，令和５年度以降，休

日の部活動の段階的な地域移行を図ることとしました。 

令和４年６月及び８月には，これらの具体的な方策について，「スポーツ庁及び文化庁

に設置した部活動の地域移行に関する検討会議」から各提言が示されました。これらを踏

まえた学校部活動の地域連携並びに地域の運営団体・実施主体による地域スポーツクラ

ブ活動及び地域文化クラブ活動（以下「地域クラブ活動」という。）への移行に取り組む

べく，平成３０年のスポーツ庁及び文化庁のガイドラインを統合し，令和４年１２月に

「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン」が策

定されました。 

 
 スポーツ庁及び文化庁「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン」 

 

 

 

‐３- 



３ 三次市の現状 

⑴  市立中学校の部活動の現状 

近年，少子化の影響もあり，学校単独では人数が足りずチームを組むことが難しく，

複数の学校の生徒で構成する合同チームとして活動しているなど，学校部活動を従前

と同様の体制で運営することは難しい状況に陥っています。これらの合同チームとし

て活動している部については，平日は各学校において基本練習を行い，休日に集まって，

合同練習をしたり，試合に参加したりしています。 

また，複数の団体競技において，中学校の部活動の部員が既存のクラブチームへ加入

（二重登録）したり，新たにクラブチームが立ち上がったりする動きが進んでいます。 

 

⑵  三次市地域部活動検討委員会 

令和3年度は，三次市立中学校部活動の地域移行について調査・検討し，学校における働

き方改革を踏まえた，生徒にとって望ましい部活動の在り方を検討するための地域部活動検

討委員会を立ち上げ，次のとおり，取り組んできました。 

令和３年１２月 第１回三次市地域部活動検討委員会 

令和４年 ３月 第２回三次市地域部活動検討委員会 

令和４年１０月 第３回三次市地域部活動検討委員会 

令和５年 ２月 第４回三次市地域部活動検討委員会 

令和５年 ３月 
第５回三次市地域部活動検討委員会 

三次市教育委員会へ「意見提言」提出 

 

＜検討委員会の経過と今後の見通し＞ 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

検討期間 試行期間 創造期間 実走期間 

              

 

４ 三次市 部活動の地域移行に係る基本方針 

⑴  目指すところ 

学校部活動の地域クラブ活動への移行は，生徒の望ましい成長を保障できるよう，地

域の実情に応じスポーツ・文化芸術活動の最適化を図り，体験格差を解消することを目

指しています。学校部活動の教育的意義や役割を継承・発展させ，さらに，地域での多

●第３回検討委員会（10 月） 

随時移行の実践 
●第４回検討委員会 

（Ｒ5.２月） 

●第６回検討委員会（Ｒ5.11 月） 

●第７回検討委員会（Ｒ5.12 月） 

●第８回検討委員会（Ｒ６.2 月） 

※年間３回程度検討委員会開催 

●第５回検討委員会 

（Ｒ5.３月）提言書提出 

●第１回検討委員会（1２月） 

●第２回検討委員会（３月） 
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様な体験や様々な世代との豊かな交流を通じた学びなどの新しい価値が創出されるよ

う，地域の実態やニーズに応じた活動ができる環境を整えます。新たな地域クラブ活動

を整備するために必要な対応についての三次市の方針として，次のように示します。 

 

○ 既存の部活動種目を地域クラブ活動として受け入れ，子どもたちが「やりたい」「や 

ってみたい」と意欲的にスポーツに親しむ環境づくりに取り組む。 

○ 既存の組織・団体（総合型地域スポーツクラブ，スポーツ少年団，体育協会，クラ 

ブチーム，住民自治組織，ＮＰＯ法人，企業，任意団体など）が受け入れを担うこと 

で，地域の活性化を図ることも期待され，「Win-Win」の関係の構築を図る。 

○ 令和７年度には，複数の地域で複数のクラブ活動が地域クラブ活動に移行している 

状態を目指す。当面の間，「学校部活動」と「地域クラブ活動」が併存する状態とな 

る。 

○ 教員の働き方改革の観点からも，部活動を地域に移行することで，教員が本来の業 

務に専念できるようにする。 

○ 地域クラブ活動移行の過渡期においても，学校部活動の地域連携等，現部活動の改 

善をすすめる。 

○ 「学校部活動」は，部活動指導員の形で派遣したり，現在，学校で部活動を指導し 

ている教員が指導したりすることとする。 

○ 地域クラブ活動移行後においても，成長期にある生徒が，教育課程内の活動，部活 

動，食事，休養及び睡眠等のバランスのとれた生活を送ることができるよう，令和元

年策定の「運動部活動の方針（三次市）」「文化部活動の方針（三次市）」に示す休養日

及び活動時間を遵守するものとする。 

 

⑵  進め方について 

検討委員会で出された意見提言，令和４年２月実施の三次市「部活動に関する部活動

アンケート」の結果や「部活動の地域移行に係る指導を希望する教職員対象調査」の結

果並びに，令和４年１２月にスポーツ庁，文化庁が示した「学校部活動及び新たな地域

クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」，国，県の動向や先進地事例な

どの取組を参考にして取り組みます。本市で配置する総括コーディネーターを中心と

して，地域や各学校及び関係する団体・組織と細やかに連携を図り，各地域や中学校区

の実状に応じて，地域クラブ活動への移行が可能な地域（中学校区），可能な種目等か

ら取り組むこととします。 

「文化部」についても併せて地域クラブ活動への移行に取り組みます。そのため，現

検討委員会に文化に関する委員を加えた新たな検討委員会で協議をしながら進めてい

きます。 

具体的な活動の受け皿としては，次のようなことが考えられます。 

‐５- 



① 既存の組織・団体（総合型地域スポーツクラブ，スポーツ少年団，体育協会，ク

ラブチーム，文化団体，住民自治組織，ＮＰＯ法人，企業，任意団体など）の一部

（事業）として運営 

② 新たな組織・団体等を設立して運営 

 

⑶  検討委員会及び推進協議会について 

引き続き検討委員会等を随時開催し，進捗状況等の報告や意見交換の場を持ち，活動

する施設の確保，中学校体育連盟主催の大会のあり方，指導料・保険等の活動に伴う費

用，活動に係る安全管理，指導者への研修機会の確保，資格の取得，移行についての関

係者周知等について検証を重ねながら時間をかけて取り組みます。また，取組状況につ

いて広く情報発信することとします。 

地域クラブ活動への移行に取り組むマネジメント組織を設立するため，総括コーデ

ィネーターを配置し，受け皿となる団体や組織（新規または既存）との連携を図るため

の推進協議会を開催し，受け皿となる団体や組織に対し，自走できるよう人材，施設，

財源等の条件整備の支援を行います。 

 

⑷  「三次市 部活動の地域移行に係る基本方針」の見直しについて 

当面，この「三次市 部活動の地域移行に係る基本方針」に基づいて，部活動の地

域移行を進めることとします。しかしながら，提言書においても「国や県 ，各市町 

と連携を取りつつ，国，県の動向や先進地事例などの状況把握に努め，取組の参考と

すること。」とあるように著しく変化する教育，学校そして地域を取り巻く状況を鑑

み，必要に応じてこの「三次市 部活動の地域移行に係る基本方針」を検証し，見直

すものとします。 
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